
京都大学における 「学徒出陣」

(5
)
大
学
院
特
別
研
究
生
制
度

大
学
院
学
生
に

つ
い
て
は
、
前
述
の
よ
う
に
二
五
か
ら
二
六
歳
ま

で
は
在
学
中

の
徴
集
を

猶
予
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
が
、
そ
れ
だ
け

で
な
く

一
定
程
度

の
学
生
に
つ
い
て
、
兵

(
認
)

役
を
免
除
し
て
研
究
に
専
念
さ
せ
る
特
別
研
究
生
制
度
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
短
縮
さ

れ
た
学
部
教
育
を
補
う
と
と
も
に
、
若
手
研
究
者
の
確
保

・
育
成
を
図
る
も
の
で
あ
っ
た
。

一
九
四
三
年
九
月
二
九
日
公
布
の
大
学
院
又
ハ
研
究
科
ノ
特
別
研
究
生

二
関
ス
ル
件

(文
部

省
令
第
七
四
号
)
に
よ
る
と
、
研
究
年
限
を
第

一
期
二
年
、
第
二
期
三
年
と
し
、
「
人
物
優

秀
、
身
体
強
健

ニ
シ
テ
高
度
ノ
研
究
能
力
ヲ
有
ス
ル
者
」
を
大
学
が
推
薦
し
、
文
部
大
臣
が

認
可
す
る
形
を
と

っ
て
い
た
。
そ
し
て
学
資
を
月
九
〇
円
支
給
さ
れ
る
代
わ
り
に
、
研
究
年

(39
)

限
の

一
・
五
倍
の
期
聞
文
部
大
臣
の
指
定
に
従
い
就
職
す
る
義
務
を
有
し
て
い
た
。
特
別
研

究
生
制
度
が
適
用
さ
れ
る
大
学
は
、
七
帝
国
大
学
以
外
に
は
、
官
立
単
科
大
学
三

(東
京
商

科
大
学

・
東
京
工
業
大
学

・
東
京
文
理
科
大
学
)
、
私
立
大
学
二

(慶
応
義
塾
大
学

・
早
稲

田
大
学
)
に
限
ら
れ
て
い
て
、

一
九
四
三
年
の
第

一
回
選
考
で
は
右
の
=

一大
学
の
合
計
四

三
四
人
が
選
出
さ
れ
、
う
ち
東
大
か
ら
は

=

一
人
、
京
大
か
ら
は
七
九
人

(文

一
二
、
法

(
40
)

二

、
経
済
四
、
理

=

、
医

一
〇
、
工
二

一
、
農

一
〇
)

で
あ

っ
た
。
ま
た
、
翌

一
九
四

四
年

の
第

二
回
選
考

で
は
、
文
科
系
が
は
ず
さ
れ
、
全
国
で
三
五
〇

人
、
う
ち
東
大
か
ら
八

(41

)

八
人
、
京
大
か
ら
五
二
人

(理

一
二
、
医
七
、
工
二
三
、
農

一
〇
)
が
選
出
さ
れ
て
い
た
。

明
治
大
学
宛
の
通
牒
と
比
べ
る
と
、
抽
象
的

で
、
退
学

に
つ
い
て
の
言
及
が
な

い
が
、
こ
れ

は
時
期
が

一
カ
月
以
上
早
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
明
治
大
学
宛
と
同
じ

通
牒
が
京
大
に

一
二
月

に
送
ら
れ
た
か
ど
う
か
は
確
認
で
き
て
い
な

い
。
な
お
、
学
籍
簿
に

よ
る
と
、
朝
鮮
台
湾
出

身

の
徴
集
者
の
比
率
は
か
な
り
高
く
、
実
際
に
非
志
願

の
た
め
休
学

に
な

っ
た
者
も

い
た
こ

と
が
分
か
る

(後
述
)
。

大
阪
第
二
飛
行
場
見
学
会

・
同
乗
飛
行

(航
空
部
主
催
)

四 三
日 日

一

一
日

一
〇

月

一
二

日

=

二
日

一
七

日

一
八

日

一
九

日

二

一
日

二

三

日

一

一
月

八

日

一
〇

日

法
学
部
、
護
国
神
社

・
上
賀
茂
神
社
参
拝

経
済
学
部
、
護
国
神
社

・
上
賀
茂
神
社
参
拝

石
清
水
八
幡
宮
に
お
け
る
祈
願
祭

(同
学
会
主
催
)

善
波
周
講
演

「征
で
立

つ
人
に
」
(学
生
課
主
催
)

征
途
に
誓
ふ
会

(同
学
会
主
催
)

川
田
順
講
演

「生
死
と
歌
心
」
(学
生
課
主
催
)

玖
村
敏
雄
講
演

(尊
擾
堂
大
祭
記
念
講
演
)

出
征
記
念
旗
掲
揚
式

「南
方
を
語
る
座
談
会
」
(学
生
課
主
催
)

能
楽
鑑
賞
会

(文
化
部
主
催
)

学
徒
出
陣
壮
行
の
夕

(同
学
会
音
楽
部

・
映
画
部
主
催
)

半
島
同
胞
出
陣
の
夕

(朝
鮮
奨
学
会
主
催
)

法
隆
寺
鑑
賞
会

(～

一
四
日
、
学
生
課
主
催
)

法
学
部
、
錬
成
大
行
軍

(1
)
各
種
壮
行
行
事

の
開
催

徴
集
猶
予
停
止
か
ら
入
隊
ま
で
は
ニ
カ
月
、
し
か
も
そ
の
間
に

一
〇
月
二
五
日
か
ら

=

月
五
日
ま

で
臨
時
徴

兵
検
査
が
そ
れ
ぞ
れ

の
本
籍
地

で
行
わ
れ
る
た
め
、
非
常
に
限
定
さ
れ

た
時
間
し
か
残

さ
れ

て
い
な
か

っ
た
。
徴
集
猶
予
停
止
の
学
部

・
学
科
に
お
け
る
こ
の
間
の

授
業

の
あ
り
方

は
、

一
〇
月

一
二
日
以
降
講
義
は
午
前
中

の
み
と
し
、
午
後
は
軍
事
教
育
を

中
心
と
し
た
錬
成
に
充
て
る
と
さ
れ
た

[
皿
1

2
1

5
]
。

ま
た
、

こ
の
期
間

に
は
各
種

の
壮
行
行
事
が
催
さ
れ

て
い
た
。

『京
都
帝
国
大
学
新
聞
』

に
掲
載

さ
れ
て
い
る
分
だ
け

で
も
、
左
記

の
と
お
り
に
な

る

[
皿
1

2
-

5

・
6

・
9

・

14

・
17
]
。

4

京
大
に
お
け
る
実
態
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1解 説

こ
の
他
、
学
科
や
教
室
単
位
で
も
多
く
の
行
事
が
催
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
当
時

農
学
部
教
授
だ
っ
た
橋
本
伝
左
衛
門
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
農
学
部
農
林
経
済
学
科
で
は

=

月

一
〇
日
か
ら

一
一
日
に
か
け
て
、
全
学
年
の
学
生
と
教
室
職
員
の
ほ
と
ん
ど
全
員
で
河
内

〔
42
)

の
楠
木
正
成

の
遺
跡
巡
り
を
実
施
し
た
と

い
う
。

こ
う
し
た

一
連

の
壮
行
行
事

の
集
大
成
と
な

っ
た

の
が
、

=

月

二
〇
日
に
農
学
部
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
催
さ
れ
た
全
学

の
壮
行
式
で
あ
る

[
皿
1

2
1

19
]
。
式

の
次
第
は
次

の
と
お
り

(43

)

で
あ
っ
た
。

学
生
集
合

八
、
○
○

学
生
整
列
完
了

八
、
二
〇

総
長
入
場

八
、
三
〇

国
民
儀
礼

宮
城
遙
拝
、
黙
祷
、
君
ヶ
代
奉
唱

大
詔
捧
読

総
長
式
辞

代
表
学
生
答
辞

分
列
式

海
ゆ
か
ば
斉
唱

聖
寿
万
歳

総
長
発
声

京
都
帝
国
大
学
万
歳

学
生
代
表
発
声

壮
行
式
終
了

九
、
三
〇

一
七
日

一
八
日

二
〇
日

学
内
壮
行
射
撃
大
会

(射
撃
部
主
催
)

座
談
会

(西
谷
啓
治

・
木
村
素
衛

・
高
山
岩
男
)

鈴
木
大
拙
講
演

「禅
に
就
て
」

壮
行
会

(文
学
部
学
友
会
主
催
)

壮
行
大
講
演
会

(法
学
部
主
催
)

壮
行
会

(有
信
会
主
催
)

(2
)
入
隊

①

[
九
四
三
年

一
二
月

一
九
四
三
年

一
二
月
時
点

の
徴
集
者
数
に
つ
い
て
は
、
表

H
1

1
に
示
し
て
あ
る
が
、
こ

こ
で
は
徴
集
猶
予
停

止
学
部
と
徴
集
猶
予
学
部
と
に
分
け
て
表
示
し
た

[表

I
1

3
]
。
従

来
徴
兵
検
査
に
お

い
て
は
、
結
果
は
甲
乙
丙
丁

の
各
種
に
区
分
さ
れ
、
甲
種
と
第

一
乙
種

・

第
二
乙
種
は
現
役
に
適
す
る
と
判
定
さ
れ
た
者
、
丙
種
は
現
役
に
は
適
さ
ず
国
民
兵
役
と
す

る
者
、
丁
種

は
体
が

小
さ
い
か
身
体
精
神
に
異
常
が
あ
り
兵
役
に
適
さ
な

い
と
さ
れ
た
者
、

こ
の
日
は
快
晴
だ

っ
た
ら
し

い

(本
書
第

二
巻

「
W

聞
き
取
り
記
録
」

一
〇
六
頁
)
。

一

一
月
二
五
日
の
評
議
会

で
の
報
告
に
よ
る
と
、
参
列
学
生

の
数
は
、
入
営

・
入
団
学
生
が

一
、

(
44
)

七
八
○
人
、
残
留
学

生

が
二
、
七
八
九
人
で
あ

っ
た
。
式
辞

に
立

っ
た
羽
田
亨
総
長
は
、

「平
時

に
当

つ
て
、
世

の
指
導
者
と
し
て
諸
子

の
力
に
侯

つ
と

こ
ろ
が
、
国
民
の
総
力
を
あ

え
て
軍
国

の
こ
と
に

つ
く
す

べ
き
時
局
下
に
お

い
て
、
更
に
強
く
戦
陣

の
裏

に
も
と
め
ら

る

る
の
に
外
な
ら
ぬ

の
で
あ
る
」
と
学
徒
と
し
て
の
役
割
を
強
調
し
た
上

で
、
「く
れ
ぐ
れ
も

戒
む
べ
き
は
、
血
気

の
勇
に
逸

つ
て
、
無
益

に
と
り
か

へ
し
難

い
運
命
を
招
致
し
て
は
な
ら

ぬ
こ
と
で
あ
る
。
君
国

の
た
め
、
壮
き
尊
き
命

の
今
日
ほ
ど
軽
ん
ず
べ
き
時
は
な

い
と
と
も

に
、
ま
た
今

日
ほ
ど
重

ん
ず
べ
き
時
も
な

い
」
と
無
駄

に
命

を
捨
て
ぬ
よ
う
述

べ
て
い
る
。

し
か
し
、

一
方

で

「
白
亜
館
裏
城
下

の
ち
か
ひ
を
見
る
ま

で
は
、
鞘

に
返
ら
ぬ
剣

で
あ

る
」

(
45
)

と
勝
利

の
日
ま

で
は
帰
ら
ぬ
よ
う
、
と
強

い
言
葉

で
送
り
出
し
て

い
る

[
皿
1

2
1

23
]
。

『京
都
帝
国
大
学
新
聞
』

に
よ
る
と
、
総
長
式
辞

の
後
、
右

の
式
次
第
に
は
な

い
が
医
学
部

四
回
生
福
住

=
二
が
残
留
学
徒
を
代
表

し
て
送
辞
を
述
べ
、
続

い
て
法
学
部
三
回
生
吉
村
敏

夫
が
出
陣
学
徒
を
代
表
し
て
答
辞
を
述

べ
て
い
る
。

式
の
終
了
後
、
出

陣
学
徒
は
北
部
構
内
か
ら
本
部
構
内

に
か
け
て
分
列
行
進
し
、
正
門
か

ら
出
て
平
安
神
宮

に
参
拝
し
、
解
散
し
て
い
る
。
そ
の
翌
日
に
は
、
同
じ
平
安
神
宮

で
京
都

市
主
催

の
出
陣
学
徒

武
運
長
久
祈
願
祭
並
び
に
壮
行
会
が
催
さ
れ

[
皿
1

3
1

27
]
、
公
式

(
46
)

の
壮
行
行
事
は
終
わ

っ
た
。
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京都大学における 「学徒出陣」

と
な

っ
て

い
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
に
は
第
三
乙
種

が
設
け
ら
れ

、
現
役

へ
の
基
準
が
緩

和
さ
れ
て
い
た
。

表

I
1

3
の
と
お
り
、

一
九
四
三
年

一
二
月

の
徴
集
者
数
は
全
学

で

一
、
九
五
七
人
、
当

(
好
)

時

の
在
学
者

の
三
七

・
七
%
に
な

っ
た
。
こ
の
数
値
は
当
然
の
こ
と

な
が
ら
、
徴
集
猶
予
が

停
止
さ
れ
た
学
部
と
継
続
さ
れ
た
学
部
と
で
は
大
き
く
異
な
る
。
徴

集
猶
予
が
停
止
さ
れ
た

文

・
法

・
経
済
学
部
お
よ
び
農
学
部
の
農
学
科

・
農
林
生
物
学
科

・
農
林
経
済
学
科

で
は
、

一
、
九
五
〇
人
、
六
五

・
六
%
が
徴
集
さ
れ
た

の
に
対

し
て
、
理

・
医

・
工
学
部
お
よ
び
農

学
部

の
林
学
科

・
農
林
化
学
科

・
農
林
工
学
科
で
は
わ
ず
か
七
人
、

○

・
三
%
に
と
ど
ま

つ

て
い
た
。

学
部
や
入
学
年
月

に
よ

っ
て
多
少

の
違

い
は
あ
る
が
、
徴
集
猶
予
停
止

の
学
部
で
は
、
在

学
生
の
六
割
か
ら
七
割
程
度
が
徴
集
さ
れ
た
こ
と
に
な

る
。
ち
な
み
に
、
こ
れ
は
蜷
川
が
徴

集
者
数
の
算
出
に
利

用
し
て
い
た
東
京
商
科
大
学

の
数
値

(
一
九

四
二
年
四
月
入
学
者
八

○

・
四
%
、

一
九
四

二
年

一
〇
月
入
学
者
八
七

・
六
%
、

一
九
四
三
年

一
〇
月
入
学
者
六

(
48
)

七

・
四
%
)
よ
り
や

や
低

い
。
た
だ
し
、
京
大
の
場
合

で
も
経
済
学
部
に
限

っ
て
み
れ
ば
東

京
商
大

の
数
値
と
ほ
ぼ
同
じ
に
な
る
。
経
済
系
以
外
の
学
部

で
は
な
ぜ
若
干
徴
集
者

の
比
率

が
低
く
な

る
の
か
、

単
な
る
偶
然
な

の
か
、
不
明
で
あ
る
。

ま
た
、
逆
に
言
え

ば
こ
の

一
九
四
三
年

一
二
月

の
段
階
で
も
在
学
者

の
三
分

の

一
は
残
留

し
て

い
た
こ
と
に
な

る
。
こ
れ
以
前
に
徴
集
さ
れ
て
す

で
に
帰
還
し
て
い
る
者
や
、
こ
の
後

表1-3学 部別1943年12月 徴集者

徴

集

猶

予

停

止

学

部

徴

隻

猶

予

学

部

学部

文学部

法学部

経済学部

農学部A

徴集猶予

停止学部

合計

理学部

医学部

工学部

農学部B

緻集猶予

学部合計

入学年月

1941年4月 以前

1942年4月

1942年10月

1943年10月

小計
1941年4月 以前

1942年4月

1942年10月

1943年10月

小計

1941年4月 以前

1942年4月

1942年10月

1943年10月

小計

1941年4月 以前

1942年4月

1942年10月

1943年10月

小計

1941年4月 以前

1942年4月

1942年10月

1943年10月

計

1941年4月 以前

1942年4月

1942年10月

1943年10月

小計

1941年4月 以前

1942年4月

1942年10月

1943年10月

小計

1941年4月 以前

1942年4月

1942年10月

1943年10月

小計

1941年4月 以前

1942年4月

1942年10月

1943年10月

小計

1941年4月 以前

1942年4月

1942年10月

1943年10月

計

総 十
昌
■一口

在学者
27

132

184

133

476

47

407

469

480

1403

25

270

272

272

839

8

81

81

83

253

107

890

1006

968

2971

9

80

81

124

294

119

140

155

170

584

38

339

369

378

1124

10

62

74

65

211

176

621

679

737

2213

5184

徴集者

5

84

142

71

302

10

308

323

249

890

4

218

239

157

618

0

56

45

39

140

19

666

749

516

1950

0

3

0

1

4

0

0

0

1

1

0

1

0

0

1

0

1

0

0

1

0

5

0

2

7

1957

徴集比率

18.5%

63.6%

77.2%

53.4%

63.4%

21.3%

75.7%

68.9%

51.9%

63.4%

16.0%

80.7%

87.9%

57.7%

73.7%

0.0%

69.1%

55.6%

47.0%

55.3%

17.8%

74.8%

74.5%

53.3%

65.6ｰ6

0.0%

3.8%

0.0%

0.8%

1.4%

0.0%

0.0%

0.0%

0.6%

0.2%

0.0%

0.3%

0.0%

0.0%

0.1%

0.0%

1.6%

0.0%

0.0%

0.5

0.0%

0.8%

0.0%

0.3%

0.3

37.7%

注 農学部Aと は、農学部のうち徴集猶予停止となった農学科 ・農林生物学科 ・

農林経済学科を、農学部Bと は、徴集猶予が継続 された林学科 ・農林化学

科 ・農林工学科を指す。

一19一



説解1

べ
た
と
お
り

で
あ
る
が
、
京
大
か
ら
の
徴
集
者

数

に

つ
い
て
は
表

H
1

2
お
よ
び
H
1

3
の
と

お
り

で
あ
る
。
彼
ら
は
内
地
出
身
者
よ
り

一
カ

月
あ
ま
り
遅
れ

て

一
九
四
四
年

一
月
二
〇
日
に

一
斉

に
入
隊
す
る
が
、
朝
鮮
出
身
者
で
は
法
学

部

の

一
七
人

(う
ち
二
人
は
入
学
前
徴
集
)
を

筆

頭
に
文
学
部
六
人
、
経
済
と
農
学
部
各

一
人

の
合
計

二
五
人
、
台
湾
出
身
者

で
は
、
法
学
部

三
、
経
済
学
部

二
、
農
学
部

一
の
合
計
六
人
が

学
籍
簿
か
ら
確
認
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
も
う
少

し
細
か
く
見

て
い
く
と
、
法
学
部

一
九
四
二
年

一
〇
月
入
学
の
あ
る
朝
鮮
出
身
者

の
学
籍
簿

に

は

「
特
別
志
願
兵

に
志
願
せ
ざ

る
た
め
休
学
」

と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
前
述

の
文
部
次
官
か
ら

の
通
牒

が
実
際

に
適

用
さ
れ
た

こ
と

が
分
か

る
。
そ
し

て
他

に
も

一
九
四
四
年

一
月
前
後

に

「休
学
」
と
さ
れ
て

い
る
学
生
生
徒
も
文
学
部

で
三
人
、
法
学
部
で
四
人

い
る
こ
と
が
分
か

っ

表1-4朝 鮮 ・台湾出身徴集者

学部

文

法

経済

農

十一冒員

1944年1月

在学者

13

24

3

3

43

1944年1月

徴集者

6

17

2

1

26

徴集年月

日不明

0

1

1

1

3

徴兵検査
で丙種

0

1

0

0

1

休学者

3

4

0

0

7

残留学徒

4

1

0

1

6

注 入学前徴集は表記 していない。

に
徴
集

さ
れ
た
者
を
除

い
て
も
、

一
定
程
度

の
学
生
は
最
後
ま
で
徴
集

さ
れ
る
こ
と
は
な
か

(
49
)

っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、

(i
)
徴
兵
検
査

で
丙
種

・
丁
種
と
判
定
さ
れ
た
、

(・11
)
徴

(
50

)

兵
適
齢

に
達
し
て
い
な
か

っ
た
、
等
が
考
え
ら
れ
る
が
、

(・11
)
は
ご
く
僅
か
で
あ
り
、

(i
)

に
関
し
て
は
前
述

の
よ
う

に
徴
兵
検
査

の
結
果
が
学
籍
簿
に
は
反
映
さ
れ

て
い
な

い
の
で
判

断

で
き
な
い
。
徴
集
さ
れ
な
か

っ
た
理
由
は
、
今
回
の
調
査
研
究

で
は
明
ら
か
に
す
る
こ
と

が
で
き
な
か

っ
た
。

②
朝
鮮

・
台
湾
出
身
者

一
方
、
朝
鮮

・
台
湾
出
身
者
の
徴
集
に

つ
い
て
は
、
制
度
的
枠
組
み
は
前
章

(4
)
で
述

た
。
さ
ら
に
、
法
学

部
で
は
も
う

一
人
志
願
し
た
が
丙
種
判
定

の
た
め
入
隊
し
な
か

っ
た
旨

の
記
載

の
あ

る
者
が

い
た
。
こ
れ
ら
を
表
に
示
し
て
み
る
と
、
表
I
1

4
の
と
お
り
に
な
る
。

休
学
者
を
、
右

の
通

牒
に
よ
る
も

の
と
仮
定
す
る
と
、
朝
鮮

・
台
湾
出
身
で

一
九
四
四
年

一

(
51
)

月
の
段
階
で
志
願
し

な
い
で
大
学
に
残
れ
た
者
は
わ
ず
か
六
人
と

い
う

こ
と

に
な
る
。

③

一
九
四
四
年

一
月
以
後

一
九
四
三
年

一
二
月

の

一
斉
入
隊
後
は
、
徴
兵
適
齢
に
達
し
た
在
学
者
は
そ
れ
ぞ
れ
徴
集

さ
れ
て
い
っ
た
。

一
九
四
三
年

一
二
月
二
四
日
に
は
徴
兵
適
齢
臨
時
特
例

(勅
令
第
九
三
九

号
)
が
公
布

さ
れ
て
お
り
、
徴
兵
適
齢
が

一
年
下
が

っ
て

一
九
歳

に
改
定
さ
れ
、
徴
集
を
受

け
る
範
囲
は

一
層
拡

大
す

る
こ
と
に
な

っ
た
。
敗
戦
ま
で
の
徴
集
者
数

は
、
大
学
入
学
後
が

合
計

一
、
三
八

一
人
、

入
学
前
徴
集

(後
述
)
九

一
九
人
も
合
わ
せ
る
と
二
、
三
〇
〇
人
と
な

り
、

一
九
四
三
年

=

一月

の
徴
集
者
数
を
上
回
る

[表

I
1

1
]
。
し
か
し
、
彼
ら

の
徴
集

時
期
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
り

[表

1
1

22
]
、
当
然
な
が
ら
軍

の
動
員

の
都
合
に
よ
り
左
右
さ

れ
た
と
思
わ
れ
る
。

し
た
が

っ
て
、
京
大
で
は
こ
れ
ら
の
入
隊
者

に
対
し
て
特
に
全
学
的
な

(
52
)

壮
行
行
事
を
催
し
た
記
録
は
な

い
。
な
お
、
朝
鮮

・
台
湾
出
身
者

に
関
し
て
は
、
彼
ら

の

一

斉
入
隊
で
あ

っ
た

一
九
四
四
年

一
月
よ
り
後

の
時
期

に
入
隊
が
確
認
さ
れ
た
事
例
は
な

い
。

(
53
)

④
入
学
前
徴
集

高
等
学
校

・
大
学
予
科

・
専
門
学
校
等
か
ら

一
九
四
三
年

一
二
月
に
徴
集
を
受
け
た
者
の

う
ち
、
翌
年
九
月
卒
業
見
込
の
者
は
、
大
学
の
場
合
と
同
様
仮
卒
業
と
し
た
後
、
九
月
に
卒

業
の
手
続
が
と
ら
れ
た
。
そ
れ
に
先
だ
っ
て
文
部
省
は
、

一
九
四
四
年
六
月
二
七
日
に
彼
ら

(
騒
)

の
大
学
入
学
選
抜
方
法
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
公
表
し
て
い
る
。

仮
卒
業
ノ
取
扱
ヲ
受
ケ
入
営
入
団
中
ノ
者
等
二
対
ス
ル
大
学
入
学
者
選
抜
方
法

二

関
ス
ル
件

一
、
出
願
期
日

昭
和
十
九
年
八
月
十
日
ヨ
リ
八
月
三
十

一
日
マ
デ

ニ
、
出
願
資
格

高
等
学
校
専
門
学
校

(之
二
準
ズ
ル
学
校
ヲ
含
ム
)
二
於
テ
左
ノ
各

項
ノ
取
扱
ヲ
受
ケ
タ
ル
者
ナ
ル
コ
ト

ー
、
昨
年
仮
卒
業
ノ
取
扱
ヲ
受
ケ
テ
入
営
入
団
中
ノ
者
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京都大学における 「学徒出陣」

2
、
本
年
九
月
卒
業
ノ
見
込

ア
リ
ト
認
定
セ
ラ
レ
タ

ル
者

ニ
シ
テ
入
営
入
団
中
ノ
者

書
類

に
よ

っ
て
選
考
す

る
こ
と
、
「大
学

二
於
ケ
ル
ロ
頭
試
問
及
身
体

検
査
を
行

ハ
ズ

シ
テ

入
学
セ
シ
ム
ル
コ
ト
」

「右
ノ
特
別
取
扱

二
依
ル
入
学
者

ハ
在
営
在
団
中
休
学
者
ト
シ

テ
取

扱

フ
コ
ト
」
も
定
め
ら
れ
た
。
現
実
に
は
、
出
願
期
日
前
後
は
、
該
当
者
た
ち
は
陸
海
軍
と

も
訓
練

の
最
中
で
間
も
な
く
実
戦
配
備
と

い
う
状
況
で
あ
り
、
自
ら
大
学

に
赴
く
こ
と
な
ど

で
き
る
相
談
で
は
な
か

っ
た
。
実
際
に
は
高
等
学
校
か
ら
、
教
育
訓
練
を
行

っ
て
い
る
部
隊

や
学
校
宛

て
に
書
類
が
届
き
、
希
望
の
進
学
先
を
書

い
て
返
送
し
た
ら

し

い
。
実
質
的

に
は
、

入
試
な
し
に
大
学
に
入
学
す

る
こ
と
に
な
る
わ
け
だ
が
、

一
九
四
四
年

一
〇
月
や

一
九
四
五

年
四
月

の
入
学
者
に
は
、
こ
の
入
学
前
徴
集
者
が
か
な
り
の
数

に
上

っ
て
い
る

[表

H
1

1
]
。

⑤
軍
別
構
成

一
九
四
三
年

の
臨
時
徴
兵
検
査

の
際
に
は
、
受
検
者
は
陸
海
軍
ど
ち
ら
を
志
望
す
る
か
聞

か
れ
た
と

い
う

。
彼
ら

の
志
望
が
ど
れ
だ
け
反
映
さ
れ
た
も

の
な
の
か
定
か
で
な

い
が
、
学

籍
簿
に
記
載
さ
れ

て
い
る
軍
別
を
表
に
示
し
た

[表

H
1

22
]
。
た
だ
、
軍
別

の
記
載
が
ほ

と
ん
ど
な

い
学
部
も
あ
り
、
全
学
の
数
値

で
は
不
明
分
が
多

い
の
で
、

ほ
と
ん
ど

の
徴
集
者

に

つ
き
軍
別
が
記
載
さ
れ
て

い
る
文
学
部
と
法
学
部
を

見
て
み
る
と

[表

H
1

23

・
25
]
、

文
学
部
で
は
陸
軍

二
二

一
人
に
対
し
、
海
軍
八
○
人

(比
率
に
し
て
七
三
対
二
七
)
、
法
学

部

で
は
陸
軍
六

一
〇
人
に
対
し
、
海
軍
二
六

一
人

(同
七
〇
対
三
〇
)
と

い
う
結
果
が
出
た
。

一
般
的
に
、
学
徒
達
は
陸
軍
よ
り
も
海
軍
に
好
印
象
を
持

っ
て

い
た
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
の

イ
メ
ー
ジ
が
こ
の
結
果
と
ど
う

つ
な
が
る
の
か
、
結
論
を
出
す
に
は
ま
だ
ま
だ
材
料
が
必
要

(55
)

で
あ
ろ
う
。

そ

の
後

の
敗
戦
ま
で
の
徴
集
に
な
る
と
、
こ
の
よ
う

に
志
望
を
聞
か

れ
る
こ
と
も
な
か

っ

た
。

一
九
四
四
年
九
月

に
限
り
海
軍
か
ら

の
徴
集
が
多

く
な

っ
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
時
期

は
陸
軍
の
方
が
圧
倒
的

で
あ
る
。

⑥
大
学
院
学
生

当
時
の
大
学
院
制
度

は
、
現
在
と
異
な
り
そ

の
入
試
、
在
学
年
限
、
学
位
取
得
等
が
厳
密

に
定
め
ら
れ
て
い
る
わ
け

で
は
な
か

っ
た
。
例
え
ば
在
学
年
限
に
つ

い
て
も
通
則
第
四
六
条

(1
)
軍
隊
で
の
進
路

(彰

①
陸
軍

一
九
四
三
年

一
二
月
に
入
隊
し
た
学
徒
兵
た
ち
の
陸
軍
で
の
進
路
に
つ
い
て
は
、
ご
く
概

略
を
図
I
1
1
に
示
し
た
。
彼
ら
は
、
各
地
の
原
隊
に
入
り
、
ま
ず
そ
こ
で
い
わ
ゆ
る
内
務

班
を
単
位
と
し
た
三
カ
月
の
初
年
兵
教
育
を
受
け
た
。
そ
し
て
翌
年
二
月
に
は
多
く
の
者
が

幹
部
候
補
生
の
試
験
を
受
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
幹
部
候
補
生
の
試
験
は
、
学
校
教
練
の

検
定
に
合
格
し
て
い
る
者
に
受
験
資
格
が
あ
り
、
従
来
は
四
ヵ
月
以
上
の
在
営
の
の
ち
志
願

す
る
決
ま
り
に
な
っ
て
い
た
が
、
こ
の
時
は
期
聞
が
短
縮
さ
れ
て
い
た
。
幹
部
候
補
生
の
種

別
は
、
兵
科
と
各
部

(技
術
部
、
経
理
部
、
衛
生
部
、
獣
医
部
、
法
務
部
)
に
分
け
ら
れ
、

各
部
は
そ
れ
ぞ
れ
専
門
の
学
業
を
取
得
し
て
い
る
こ
と
が
条
件
と
さ
れ
た
。
さ
ら
に
採
用
者

は
、
ニ
カ
月
後
の
四
月
、
学
科
、
術
科
、
内
務
等
の
成
績
か
ら
甲
種
幹
部
候
補
生

(将
校
候

補
者
)
と
乙
種
幹
部
候
補
生

(下
士
官
候
補
者
)
と
に
分
け
ら
れ
た
。
甲
種
は
兵
科
と
各
部

に
応
じ
て
各
地
に
作
ら
れ
て
い
た
予
備
士
官
学
校
や
経
理
学
校
と
い
っ
た
学
校

・
教
育
隊
に

入
り
、
乙
種
も
軍
教
育
隊
や
所
属
部
隊
等
で
教
育
が
継
続
さ
れ
た
。
甲
種
の
場
合
は

一
二
月

に
見
習
士
官
を
命
じ
ら
れ
た
。
実
戦

へ
の
配
備
は
、
も
う
少
し
早
い
段
階
か
ら
始
ま
っ
て
お

5

軍
隊
に
お
け
る
学
徒
兵

(56
)

に

「大
学
院
学
生

の
在
学
期
間
は

一
年
以
上
ト
ス
ル
」
と
定
め
ら
れ
て
い
た
だ
け
で
あ

っ
た
。

大
学
院
学
生

の
徴
集
者

・
戦
没
者
、
徴
集
年
月
を
を
表

H
-

51
～
59
に
示
し
た
。
研
究
科
別

で
は
、
文
が
絶
対
数

・
比
率
と
も
に
断
然
高

い
。
大
学
院
学
生
に

つ
い
て
は
、
徴
集
猶
予
の

最
高
年
齢
を
超
え
た

た
め
徴
集
さ
れ

る
例
が
ほ
と
ん
ど
だ
と
思
わ
れ
る
。
文
が
多

い
の
は
、

年
齢
層
が
他

の
研
究
科

に
比
べ
て
高
か

っ
た

の
か
も
し
れ
な

い
。
徴
集
年
月
に

つ
い
て
も
、

一
九
四
三
年

一
二
月

は
皆
無
で
あ
り
、
比
較
的
各
時
期
に
ま
ん
べ
ん
な
く
分
散

し
て
い
る
。

ま
た
、
工

・
医

で
も

一
定
数

の
徴
集
者
が
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
こ
れ
は
技
術
系
や
軍
医
と
し

て
の
も

の
で
あ
ろ
う
。
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